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モンタナ州の高校における特殊教育
－小都市及びインディアン居留地の学校区に焦点をあてて－

古田弘子

ＳｐｅｃｉａｌＥｄｕｃａｔｉｏｎｉｎＨｉｇｈＳｃｈｏｏｌｓｉｎｔｈｅＳｔａｔｅｏｆＭｏｎｔａｎａ:witha

ParticularReferencetoSchoolDistrictsinaSmallCityandNearａｎ

IndianReservation

HirokoFuRuTA

(ReceivedOctoberL2009）

ThisstudyaimsatidentifyingthepresentsituationofspecialeducationinhighschoolsinthestateofMontana

iMheUnitedStates,withaparticularfOcusonthegeographicalandsocialconditionsinsidethestateMontana，

astatewithsevenlndianreservations,hasdeclared“IndianEducationfOrAll"・HighschoolsintheMissoula

CountyPublicSchools（ＭCPS）andHardinSchoolDistrict（HSD）wereselectedtoclarifythesituationina

cityareaandareasnearanIndianReservationrespectively,Datawerecollectedthroughschoolvisitsconducted

inboth2005anｄ２００８ａｎｄｆｒｏｍｗｅｂｓｉｔｅｓｏｆｔｈｅｒｅｌａｔedorganizations、First，byanalyzingtheMCPShigh

schools,itwasfOundthateducationwasprovidedtoallstudentsinasinglehighschooLthroughsubdivided

coursestoservevariousneedsofstudents，andspecialeducationprogramswiththehelpofparaeducators・

Additionally,coursestointroducedisabilitiestostudentswithoutdisabilitiesweredescribedNext,someunique

teachmgpracticessuchasreadingtimｅｆＯｒｔｈｅｗｈｏｌｅｓｃｈｏｏｌａｎｄａｃｏｕｒｓｅｏｆCrowlanguageandArtwitha

referencetolndiancultureinahighschoolinHSDweredescribedJtwasfOundthatspecialeducationinahigh

schoolinHSDwasconductedinaccordancewiththeindividualstudent，sneedswithassistancefrom

paraeducators,someofwhomwerelndiansFurtherresearchwillbenecessarytoidentifythecontentofcourses

ofspecialeducationinthesehighschools．

Keywords:SpecialEducation,Montana,HighSchooLIndianReservation

力・インディアン（以下，インディアン）３)の生徒に

関して比率過大（Over-represen-tation）が見られるこ

と，今後さらに都市部やインディアン居留地等それぞ

れの地域の特殊教育の実態について検討する必要があ

ることを指摘した（古田2005)．

本稿では，モンタナ州の特に公立高校における特殊

教育の実態について，小都市の学校区と，インディア

ン居留地を含む学校区に焦点をあて報告する特に

高校での特殊教育を支える組織構成・科目編成，実際

の授業実践，インディアンの生徒の教育的ニーズにつ

いて検討したい具体的には，小都市の例としてミ

ズーラ・カウンテイ学校区（MissoulaCountyPublic

Schools:MCPS)，インディアン居留地に隣接する学校

区の例としてハーディン学校区（HardinPublic

Schools）における高校の特殊教育についてとりあげ

る．現地調査は前者については2005年に後者につ

いては2008年に実施し，学校・関係機関訪問及び資

１．はじめに

平成19年４月より特別支援教育が開始され，これま

でに義務教育段階における取り組みが徐々に進み，少

しずつ研究成果の蓄積が見られている．そのような中

で，これまで取り組みが全般的に遅れていた高等学校

(以下，高校）における特別支援教育体制の確立に焦

点が移り，雑誌特集等，実践報告が出始めているとこ

ろである'１．このような時期にアメリカ合衆国のよ

うに地域の公立高校で特殊教育2）を行う場合には，

それがいかにして可能であるのか，その実態を整理・

検討することには，教育制度や実態が根本的に異なる

点を差し引いたとしても，一定の意義があると思われ

る．

筆者は，アメリカ合衆国の北西部に位置するモンタ

ナ州の特殊教育の現状について調査を行い，アメリ

(159）
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科収集を行った．それ以外にモンタナ州政府等の公

的機関のウェブサイトから資料収集を行った．

モンタナ州には，図ｌに記すように７つのインディ

アン居留地（図ｌで黒く塗られた部分）に12の異なる

部族（Tribes）が住み，それぞれ独自の文化と言語を

もつ4)．モンタナ州政府は，人口の約６％を占めるイ

ンディアンの文化を尊重し，州内の８つのインディア

ン居留地政府（TribalGovemments）との連絡調整を

行うためにインディアン問題事務所（Officeof

lndianAffairs）を設置している．また，インディアン

と共生する州という姿勢を打ち出し，全米で唯一，イ

ンディアン理解を教育に取り入れることを，州法に明

記釦する州である（NorthwestRegionalEducational

Laboratory2005)．それを具現化するためにモンタナ

州教育事務所（OfficeofPubliclnstruction）は，「万人

のためのインディアン教育（IndianEducationfOrAll)」

をスローガンとして掲げ，インディアン文化理解のた

めの啓発活動，インディアン文化を取り入れたカリ

キュラム開発・提供を行っている6)．

アメリカ合衆国における高校は一般に総合制がとら

れ，日本のように普通高校，職業高校といった分類は

ない公立高校であれば，入学試験はなく全入制で多

様な教科を，いくつかの段階の科目により提供してい

る7)．また－学期のあいだ，毎日同じ時間割で各科目

を受講することで単位を取得する．

アメリカ合衆国では，１年制の幼稚園から高校まで

がＫｌ２と呼ばれ，公教育の対象となる．しかしなが

ら，高校卒業までが一律に義務教育というわけではな

く，義務教育の修業年限は州により異なる．モンタナ

州では,７歳から１６歳，すなわちミドルスクール（中

学校）の最終学年である第８学年修了までが義務教育

である．

2．ミズーラ・カウンティ学校区の高校における特

殊教育

(1)ミズーラ・カウンティ学校区の概要

ミズーラ・カウンティ８)は，モンタナ州北東部の

ロッキー山脈上に位置する．総人口は約１０万4000人

であり，その中で最大の人口をかかえる行政区分が人

口約６万8000人のミズーラ市である，)．ミズーラ・カ

ウンテイ及びミズーラ市の総人口のうちインディアン

が占める割合は，それぞれＬ８％，１６％であり，イン

ディアン居住者の少ない行政区分である．ミズーラ・

カウンテイの16.7％，ミズーラ市の２１６％が貧困線

以下の生活を送っている（全米平均は133％)．

ミズーラ・カウンティでは，ミズーラ市及びその周

辺地域の公立学校１６校で構成きれるミズーラ・カウ

ンテイ学校区（以下，ＭCPS)，及びMCPS以外の公

立学校24校と私立学校4校において教育が行われてい

る．ＭCPSには,2004-2005年度に小学校（1年制の

幼稚園及び５年制の小学校から成る）９校，中学校（３

年制）３校，高校（4年制）４校が設置されていたそ

の他，オルタナテイブ（Altemative）高校'0)１校が開

設されていた．

2005年４月の時点で，ＭCPSの小学校及び中学校の

生徒数は4881人，高校の生徒数は3847人であったⅡ)．

4つの高校のうちシーリー・スワン高校を除いて３校

がミズーラ市内に位置する'2)．モンタナ州教育事務所

によれば，４つの高校のうち，３校が連邦政府のTitle

ll3)による，焦点支援（TnrgetedAssistance）を受けて
いた'4)．

(2)ミズーラ・カウンティ学校区の高校の特殊教育

１）特殊教育プログラムの概要

ＭCPSの４つの高校において実施されている特殊教

●ミズー

●ハーディン市

ﾆﾆｸﾛｳ族居留地
図Ｌモンタナ州のカウンティとインディアン居留地＊

＊モンタナ州政府教育事務所（http://www・opi・statemt,us/）を基に筆者作成



1６１モンタナ州の高校における特殊教育

〈と，ミズーラ市内にある３つの高校では，いずれも

｢リソース（ResourceServices)」「ライフスキル

(LifeSkills：ＬＳ)｣，「ポケーショナル（VOcational

Programs：ＶＯ)」を提供していた．その内２校ではさ

らに「構造化された学習プログラム（SLP)」を提供

していた表ｌより特殊教育を受ける生徒の割合は，

プログラムの人数が明記されているビッグスカイ高校

で152％，センテイネル高校で176％であった．

次にMCPＳによる各プログラムの内容を表Zに示す．

ただし「ポケーショナル」については，出所に記述

が見られなかったためここではあげていない一方，

出現率の低い聴覚障害児への対応はへルゲート校の

｢リソース」の中で，教員１人（１日２時間担当）と手

話通訳者２人が対応していた．

表ｌＭＣＰＳの高校における特殊教育プログラム

￣■■■■￣…
￣■■■■￣巫

凹■壜＝＝＝
－－－－■■■■
＊|司学校区特殊サービス局(DepartmentofSpecialScrviccs）より提供

された資料(2004-2005年度)を基に筆者作成

＊＊InstructionalParaprofessional(IP）：バラエドウケーター

２）校内の教職員組織内での特殊教育の位置づけ

高校での教員組織の中での特殊教育部の位置づけに

ついて検討するために2004-2005年度のセンテイネ

ル高校の教科組織図を表３に示す．

各教科の教員が，注７に示したようにさらに細分化

きれた科目を担当することにより，すべての生徒に合

わせた教育を提供していることがわかる．

上にあげた各科の中で特殊教育担当教員は支援サー

ビス科に属する．支援サービス科の教員は１３人で，

全科の中でもっとも教員数が多いまた特殊教育事

務室が設置されており，特殊教育事務担当者が事務作

業を行う．

特殊教育の授業は，それ以外の科目と同様にすべ

て担当教員の教室で行われる．特殊教育の科目を履修

する生徒についても１日中1つの教室に留まることは

なく，休み時間になると次の科目の担当教員の教室へ

急いで移動する姿が見られた．

次に教育補助員であるパラエドウケーターについて

は，表ｌより「リソース」ではバラエドゥケーターの

数は教員よりも少ないが，「ライフスキル」では教員

の２倍以上配置されていることが示された．「ライフ

スキル」においてパラエドゥケーターが果たす役割が

大きいことが推測される．パラエドゥケーターは，特

殊教育や通常教育の授業で教育補助員として生徒に直

接支援を行う．筆者はミズーラ市内の高校３校の「ラ

イフスキル」を見学する機会を得た．パラエドゥケー

ターは，生徒の横について学習を支援する他，給食

(昼食）時には教員が生徒に関わらない時間であるた

め，生徒のニーズによって，食事を促すことから，食

べ物をスプーンで口に運ぶ介護的役割まで果たしてい

た．生徒は，教員とよりも，少なくとも物理的にはよ

り密接な関係をパラエドゥケーターとのあいだに築い

ていることが観察された．

表２ＭCPSの各プログラムについて掌

＊筆者訳．出所は以下の通り．

［http://www/mcps.ｋ12.mしus/DeparLmentServices/specia]Services/s

pecialserviceshtm］２００５，７，３１

表ユセンテイネル高校の教科組織図＊

＊センテイネル高校の学内資料(SentinelHighSchool，2004)を基に筆

者作成

育プログラムの概要を表ｌに示す．ミズーラ市外にあ

り生徒数の少ないシーリー・スワン（ｓ・ｓ）高校を除

高校 総生徒

数（人）

プログラム 教員数

(人）

IP数
＊＊

(人）

徒数

(人）

ビッグ

スカイ 1４１８

リソース

ＬＳ

ＶＯ

8.5

２

Ｌ５

3.5

8.5

］

199

1６

無iiu入

ヘノレ

ゲート

1２１９

リソース

ＬＳ

ＳＬＰ

ＶＯ

７

1

１

１

５

手話２

３

1.2

0.5

1１０

1８

無記人

無記入

センテ

ィネル

1１０４

リソース

ＬＳ

ＳＬＰ

ＶＯ

4.5

3.5

2.5

Ｌ５

２

８

２

]

122

4９

2３

ｊ１鰭｡入

Ｓ・Ｓ 178 リソース Ｌ５ 1 3０

種類 内容

リソー

ス

MCPSのすべての学校で〃]稚園から高校までの生徒にサービ

スを提供する．通常常勤１Ｗ)カリキュラムに修正を加えたり

必要な補助的支援を受けることで通常学級での学習が､l能

であり，特定の科目について指導や聴覚言語セラピーが必

要である生徒を対象とする．通常学級での支援と別の場で

の支援が想定される．

ライフ

スキル

MCPSの一部の中学校及び高校でプログラムを儲11Ｌ，学習

様式や学習上の困難により機能的学業(functional

academics)，機能的生活スキル，ソーシャノレスキル，職業

スキルや日常的問題解決スキルを中心とした，より構造化

された場が必要な生徒を対象とする．１１]のうち50％以上

の時間，援助が必要な生徒のためのプログラムである．生

徒はIEPの|]標や目的に応じて通常学級で学習を行う．

構造化

された

学習

StructuredLearningProgramの略．幼稚園から高校まで

の生徒にサービスを提供する．'情緒的・行動上の問題をか

かえ，－.貰した構造化がされた教育の場を必要とする生徒

を対象とする．拙会的，行動上の，学業スキルの獲得に焦

点がおかｵしている．生徒はIEPの目標や目的に応じて通常

学級で学習を行う．

(AＧ 国語科(English） 芸術科(Art）

ビジネス科

(Business）

社会科(SocialStudies） 家族・消費者科

(Family＆Consumer）

外国語科(Porcign

Language）

保健科(Ilealth

Enhancement）

産業教ff科

(IndustriaIEd.）

数学科(Math） 音楽科(Music） 理科(Science）

オルタナティブ科

(ALC：Alternative

LearningCenter）

支援サービス科

(SupportiveServices）
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３）特殊教育の科目について

特殊教育プログラムの科目の授業は，すべて特殊教

育担当教員が担当している．センティネル高校の特殊

教育プログラムの科目は，「リソース｣，「SLP」では

では，各科目名に総合（General）がつく，総合国語，

総合数学，総合歴史，総合保健，ソーシャル・スキル，

スタディ・スキル等が見られたまた「ライフスキ

ル」には，各科目名に基礎（Basic）がつく，基礎国

語基礎数学，基礎理科，基礎歴史，基礎保健，基礎

ビジネス，基礎コンピュータ，基礎交通，自立生活が

見られたその他，紛争解決，キャリア準備，科学方

略，ウェイト・トレーニング，レジャー．レクリエー

ション等が開講されていた．また，後述するように特

殊教育外科目として，障害入門が特殊教育担当教員に

より開講されていた．なお，教員は１日７時間中，２

時間は授業準備及びミーティングに使うため授業を担

当しない．表４に「リソース」及び「ライフスキル」

の教員の担当時間割の例を示す．

次に特殊教育プログラムについて，特殊教育を受け

る生徒の時間割から検討する'5１．

「リソース」の生徒Ａは，通常の教科から芸術入門，

木工，基礎アメリカ政治，社会と犯罪，数学トピック

スの５科目を履修し特殊教育プログラムから総合国

語とキャリア準備の２科目を履修していた同じく

｢リソース」の生徒Ｂは，通常の教科からアメリカ史，

数学，グラフィックアート，生物，社会と犯罪，国語

の６科目を履修し特殊教育プログラムからキャリア

準備を履修していた

「ライフスキル」の生徒ｃは通常学級の教科から，

基礎アートのみを履修しそれ以外の時間は特殊教育

プログラムから，基礎国語，基礎数学，基礎自立生活，

基礎保健，基礎ビジネス，基礎理科，自立生活を履修

していた．

最後に「構造化された学習プログラム」の生徒Ｄは，

地球科学のみ通常の科目から履修しそれ以外の，紛

争解決，総合数学，総合理科，総合保健，総合歴史，

総合国語の６科目をすべて特殊教育プログラムから履

修していた．

４）障害理解を目的とする通常教育の科目について

ＭCPSの高校における開講科目の中で「特別プログ

ラム（SpecializedPrograms)」では，英語を第一言語

としない生徒に対する，第二言語としての国語

(Englishasasecondlanguage)，タイトルＩの科目とし

て数学がｌ科目読みが３科目等の科目群が開講され

ていたそれらと並んで，障害入門（Introductionto

Exceptionalities)，及び障害の探求（Exploring

Exceptionalities）が開講されていた'6）

障害入門は，ミズーラ市内の３校中２校において１０

～１２年生を対象に開講される．同冊子には，「受講生

は障害のある生徒と共に活動するために必要な技術に

ついて指導を受ける．このプログラムを受ける生徒は，

ＭCPSに通学する障害のある生徒と共に活動する機会

を得られる」と記されている障害の探求は「障害

入門」を履修した１０～１２年生を対象に1校（ビツグ

スカイ高校）においてのみ開講されている．同冊子に

は，「教室の活動を通して障害のある生徒と共にはた

らく実践的な経験を受講生に提供する．受講生は，基

礎手話か，学習上の困難がある生徒が使用できるよう

な多くの教材作成の方法を学ぶことができる受講生

は各障害生徒の日常的な教育計画の実施を支援する

この科目を履修することで，将来の職業として特殊教

育を検討する機会を提供する」と記されている

筆者は訪問時にビッグスカイ高校における障害入門，

表４センテイネル高校の教員の時間割

表５．ハーデイン高校の教員の時間割

：..〈Sclence ＝グー■

GuldedSuld

ノBIolo ．＝角

（Co-Insnuctlon

-ｍ

（GuldedSuld）

1限 2限 31狼 4限 51狼 6限 7限

リソ

－ス

キャリア準備

(CareerPrep.）

総合国語

(Ce１１．English）

総合国

(Cen．English）

キャリアiii含備

(CarocrPrep.）

総合国語

(Cen．English）
ＬＳ 基礎国語

(BasicEnglish）

自立'Lt活

(1ndep､Living）

体育

(P.E､）

ビジネス

(Marketing）

ウェイト.

トレーニング

(WtTraining）

1限 2限 3限 ４限 5限 6限 7限 ８限

Ｒｌ

Ｒ２

Ｒ３

理科(Science）

学習援助

(GuidedStudy）

学習援助

(GuidedSmdy）

歴史(HishUy）

自立生/ilV

数

(Independent
Living/Math）

パワー

ﾘーデ

ィング

(Power

Reading）

アメ

政治

リカ

(Govemment）

Riz生活／

数学

(Independent
Livmg/MaUl）

則物(Biology）

キャ

教育

リア

(CalCerEd）

共同指導

(CGInshuction）

キャリア

教育

(CaICerEd）

兵|可指導

(Co-lnstluction）

日立生活／

数学

(hdependent
Living/Math）

Study）

美術

(FineArts）

自立生活／

数

(Independent
Living/Math）
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及び障害の探求を見学する機会を得た（区'２）授業

は，これらの通常教育の科目と特殊教育の科目を，い

わゆる重ね開講する形で進行していた見学したのが

学期末近い５月だったこともあり，障害のない生徒は

終始リラックスした様子でお互いにおしゃべりに興ず

る場面も見られたが障害のある生徒とともに外部ゲ

ストの講話を聞き，障害のある生徒に学習補助をし

それが終わってから一緒にゲームや行事の資金づくり

としてお菓子の袋詰めの作業を共に行っていた．また

障害のある生徒も毎日の繰り返しの中で，障害のない

生徒の振る舞いに慣れ，つきあい方をつかんでいるよ

うに思われた．

ハーデイン学校区はハーデイン市及びその周辺地

域の公立学校６校で構成されるハーデイン学校区に

はクロウ・インディアンの生徒が多く通学しており，

モンタナ州教育事務所により，「インディアン居留地

内または近くの公立学校（PublicSchoolsonornear

Reservations)」として，事実上インディアン居留地の

学校区にあげられている'9)．ビッグホーン・カウン

テイにおける学校教育は，ハーディン学校区の他，公

立学校９校及び私立学校４校において行われている

ハーデイン学校区には小学校が４校あり，その内１校

はクロウ・インディアン事務所（Agency）が運営す

る他に中学校が１校，高校が１校ある2007年１２

月に，ハーデイン学校区の小・中学校の生徒数は

1097人，高校の生徒数は506人であった201ハーデイ

ン高校は，ビッグホーン・カウンテイの他の３つの高

校と同様に，Titlelの学校全体支援プログラム

(SchoolWideProgram）に指定されている

(2)ハーディン学校区の高校の特殊教育

１）ハーディン高校の教育の概要

上述したように，ハーデイン学校区の高校はハー

ディン高校１校であるハーディン高校は，ハーデイ

ン市の中心地に位置するバスケットボール等スポー

ツが盛んである2'12009年に全教員３９人の中でイン

ディアンの教員は３人（７７％）であった221

ハーディン高校の時間割は，ＭCPSより１時間多い

8時間目まで設定されている生徒の読みの力を引き

上げるために３時間目にパワーリーディングという

科目名で，全校一斉に自主読書の時間が設定されてい

るこの時間中に読む本は生徒が自由に選択できるこ

とになっている．

言語科（Language）はＭＣＰＳと同様スペイン語

フランス語から，さらにMCPSでは外国語としてドイ

ツ語が開講されていたが（MCPS2005)，ハーデイン

高校ではクロウ語入門（IntroductiontoCrow）を合わ

せた３言語が開講されている231

芸術科（Art）を担当する教員は1人で，インディ

アンの教員であった．美術室には，インディアンの文

化に根ざした絵画やグラフィックアートが飾られ，訪

問時には陶芸用の土に，インディアンの伝統文様に見

られる模様をつける段階の作業を生徒が行っていた

図２「障害入門」で共同作業をする生徒たち

3．ハーディン学校区の高校における特殊教育

(1)ハーディン学校区の概要

ハーデイン学校区はモンタナ州東南部の平原及び山

岳地帯に位置するビッグホーン（ＢｉｇＨｏｍルカウン
テイ内にあるビッグホーン・カウンテイは総人口が

約１万3000人であり，その中で最大の人口を有する

行政区分が人口約3400人のハーデイン市である

モンタナ川内のインディアン居留地の中で最大の面

積を占めるクロウ・インディアン'７)居留地（図ｌ参

照）の相当部分は，ビッグホーン・カウンティと重な

るビッグホーン・カウンテイにおいてインディアン

は人□の５９７％を占め，ハーデイン市において３１

６％を占めるただし，ハーデイン市はインディアン

居留地内にあるのではなく，隣接している

ビッグホーン・カウンテイの２９２％，ハーデイン

市の２３９％の住民が貧困線以下の生活を送っており，

居留地を中心に失業，アルコール暴力等貧困に関連

する社会問題が多く見られることが想定される'8)．

２）特殊教育プログラムの概要と科目編成

ハーディン高校の特殊教育プログラムは，教員組織

としての特殊教育科（SpecialEdDepartment）に所属

する４人のうち３人の教員が担当していた特殊教育

プログラムはすべて「リソース」という名称で統一さ

れているリソースＬリソース２リソース３という



164 古田弘子

科，クロウ語入門の授業において支援を行ったり，

｢ボケーショナル」における実習先に付き添うという

支援を行っていた．

「リソース３」の３人のパラエドウケーターのうち１

人がインディアンであり，多くの時間を特定のイン

ディアンの生徒に付き添って支援を行っていた．野

口・米田（2009）は，パラエドウケーターは1950年

代からマイノリテイヘの公教育保障への対策として雇

用され始めたと指摘している．インディアンの生徒が

少なくない教育の場で，インディアンの成人がパラエ

ドゥケーターとして果たす役割は無視できないと思わ

れる．一方で補助的役割に固定きれることによる限界

も想定され，さらに検討が必要であると思われる．

呼び名にすることで，知的障害の生徒等も含めてでき

る限り通常教育の中にはいっていくことをめざしてい

る24)．リソース１とリソース２が学習障害のある生徒

を中心に担当しリソース３がより多くの時間を特殊

教育の教室で学ぶ必要がある生徒（ＭCPSの「ライフ

スキル」におおむね相当すると思われる）を対象とす

る．リソースｌ担当教員は１０年生と11年生のリソー

スを担当しリソース２担当教員は９年生と１２年生の

科目を指導している．リソース３の担当教員は，全学

年の生徒を対象としている．2007-2008年度にリソー

スｌと２の生徒数が５８人，リソース３が１６人であっ

たこれらを合わせて総生徒数（451人）に占める割

合は１６４％であり，特殊教育を受ける生徒の割合は

ＭＣＰＳの高校と同様であったなお、特殊教育科のも

う一人の教員は特殊教育ではなく，低学力児に対する

読みの補充指導を担当していた．

「ポケーショナル」については，自閉症の生徒が昼

休みに隣接する小学校のカフェテリアで，ダウン症の

生徒が週に４回老人ホーム等で訓練を受けており，後

者は卒業後この分野で仕事することを希望していると

いう聞きとりが得られた25)．

特殊教育プログラムについて，特殊教育を担当する

教員の指導時間割から検討する（表5)．表５における

｢学習援助」は，教員やパラエドゥケーターから支援

を受けながら生徒が自学自習を行う．共同指導は通

常教育の科目において担当教員と共同で特殊教育の生

徒の支援にあたる．

特殊教育プログラムを支援するパラエドゥケーター

は７人でありそのうち４人が、インディアン（血筋を

引く場合も含めて）であった2６１．

４）生徒の中途退学率からの検討

伊藤（1997,1998'’19982）は，インディアンの生

徒の中途退学率（DropoutRate）に関する研究のレ

ビューを行い，中途退学率の正確な算出の困難'性，高

校のカリキュラムがインディアンの生徒にとって魅力

がないこと，英語の読みの難しさ，二言語併用，母語

を生かす機会が限られていること等が先行研究で問題

として指摘されていると述ぺている．そこで，以下で

は，インディアンの生徒と特殊教育を受ける生徒の中

途退学率に着目し，若干の検討を行いたい．

モンタナ州の高校生の総数に占めるインディアンの

生徒の割合は2005年に9.9％であった同年の高校中

途退学率はモンタナ州平均が３３％であるのに対し，

インディアンの生徒の場合は８４％であった27)．

ハーデイン高校における中途退学率は,2005年に生

徒総数521人に対し40人（7.7％）であったが，これ

を同校の生徒の６Ｌ６％を占めるインディアンの生徒

に限ってみると３２３人中３３人（10.2％）であった

同年のＭＣＰＳの場合，生徒総数3977人中144人（3.

6％）であったが，これを同校のインディアンの生徒

に限ってみると１３６人中１６人（11.8％）であった

いずれの学区においても，インディアンの生徒の中途

退学率が高いことが明らかである．

次に特殊教育を受ける生徒の中途退学率を，ハー

デイン高校の例で見てみる．ハーディン高校で特殊教

育を受ける生徒における高校中途退学率は，上の統計

と年度は異なるが2007-2008年度で，７４人中３人（4

05％）であり,2008-2009年度で,65人中８人（123％）

であった．母数が小さく年度によるばらつきが大きい

ため，この数値から結論を導き出すことは適切ではな

かろう．しかしながら，特殊教育を受ける生徒の場合，

年度によっては中途退学率が低いことから，高校にお

ける特殊教育プログラムが，科目を履修し単位を取得

するだけの障害のない生徒の場合と比較して，障害の

３）リソース３での指導の様子

筆者はリソース３の１日の指導を見学する機会を得

た．1人の教員で１６人の生徒にサービスを提供してい

るため，必要に迫られ，授業を担当しないはずの空き

時間を使う，複式授業の形態で指導を行う，といった

対応が見られていたまた事情により長期間教育を

受けられなかった生徒に対しては，多くの授業をこの

教室で受けられるよう配慮する等，生徒のニーズに合

わせ柔軟に授業内容を組み立てている様子が観察され

た遅刻してきた１人の生徒は体調が悪いように見え

たが，教員によれば空腹によるものだろうということ

であった．３時間目のパワーリーディングの時間には，

3人のパラエドウケーターとともに全生徒がこの教室

に集まり，それぞれの課題に取り組んでいた．

バラエドウケーターは，どの生徒を支援するかを含

めて１日の担当時間割が決められていたリソース３

での支援の他，生徒が受講する通常教育の体育や家庭
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ある生徒と教員及びパラエドゥケーターとのより強い

関わりを形成しているように思われた．これにより，

障害のある生徒の拠り所を提供し教育への動機付けを

高め，家庭や保護者との連携をより緊密なものにして

いることが推察きれた

モンタナ州で特殊教育を受けるインディアンの比率

過大の問題については本稿では具体的な実態を把握

するには至らず、中退率からの検討を行うにとどまっ

た．しかしながら，地域や家庭の条件が必ずしも良好

とは言えないインディアンの生徒が特殊教育を受ける

ことで，より多くのサポートを受け安定して通学する

ことにつながる側面があることが示唆された．タイト

ルＬ低学力の生徒への支援プログラムやオルタナ

テイブ教育等の実態と関連させて，特殊教育の役割に

ついてさらに検討する必要がある．

ＭCPSの「ライフスキル」やハーデイン高校のリ

ソース３では，日本の特別支援学校の高等部在籍生徒

に相当する生徒が相当数を占めていると思われる．ラ

イフスキルやリソース３での各科目の指導内容につい

てさらに検討することにより日本の特別支援学校の

高等部さらには高校の特別支援教育への示唆が得ら

れると思われる．高校での教科指導については，教員

免許のあり方とも関連づけて検討する必要がある．ま

た，本研究では検討していないが，区別化された指示

(DifferentiatedInstruction）等通常教育の科目の階層化

の実践についても今後検討したい

最後に本稿では，インディアンの生活困難性には着

目したが，インディアンの文化に根ざした障害観につ

いてはほとんど検討していない障害と文化の観点か

ら今後さらに検討する必要がある．

５）インディアンの生徒への教育的配慮

上述したようにハーディン高校では生徒のおよそ３

分の２がインディアンの生徒である．特殊教育担当教

員（30年以上同校で勤務）の経験則から，特殊教育

を受ける生徒についてはそれより高い割合でインディ

アンの生徒が見られるという聞き取りが得られた2８１．

そこで，ハーデイン高校の特殊教育担当教員にイン

ディアンの生徒に対応する上で配慮すべき点について，

聞き取りを行った29)．その結果，以下の３点の回答が

得られた（古田訳)．①インディアンの生徒は，答え

るまでに時間をとり，すぐに返事を返さなかったり，

意見を示さなかったりする教師はゆっくり時間を

とって彼らが答えるのを待つ必要がある②インディ

アンの生徒のプライベートな生活は複雑であり，多く

の問題に取り囲まれている．教師は生徒を少しでもサ

ポートするために生徒の保護（養護）者が誰である

かを見極め，生徒の生活面でどのようなことが起こっ

ているのか把握する必要がある．③インディアンの生

徒にとって，将来について考えることは難しい.教師

は，彼らが将来について考え，目標に向かって進むこ

とができるよう支援する必要がある．このように，能

率の追求とは異なるインディアンの価値観の受容，家

庭背景へのきめ細かな目配り，生徒が将来計画をイ

メージするための導き等が重要であることが示された

以上で指摘されたインディアンの生徒の文化に根ざ

した教育的ニーズに対応した配慮は，特殊教育を受け

るインディアンの生徒に限られるものではなく，すべ

てのインディアンの生徒に必要な事柄であろう．

5．要約

前稿で筆者はモンタナ州の特殊教育の現状について

調査を行い，都市部やインディアン居留地等それぞれ

の地域の特殊教育の実態について検討する必要がある

ことを見出したそこで，本稿では，「万人にイン

ディアン教育を」を掲げるモンタナ州の特に公立高校

における特殊教育の実態について明らかにするために

小都市の学校区（ＭCPS）と，インディアン居留地を

含むハーデイン学校区に焦点をあて，学校訪問を含む

調査を行ったので報告した．本稿では特に，高校での

特殊教育を支える組織構成・科目編成，実際の授業実

践，インディアンの生徒の教育的ニーズについて検討

した最初にＭCPSの高校における特殊教育の位置づ

けについて，次に特殊教育プログラムの概要を整理し

た．各教科で細分化きれた科目が提供され，さらに教

員だけでなくバラエドゥケーターの支援を得ることに

より，すべての生徒が同一の高校で「リソース」「ラ

イフスキル｣，「SLP」等の特殊教育を含めた教育を受

けられることが明らかになった．加えて特殊教育教員

が担当する障害理解を目的とする通常教育の科目の教

4．おわりに

本稿では，小都市とインディアン居留地の学校区の

高校に焦点をあて，モンタナ州内の２つの地域の高校

の特殊教育の実態について検討した高校が地域のす

べての生徒を対象に多くの教科をいくつかの段階に

分けた科目として提供することにより，障害のある生

徒が学ぶ場が当然のように用意されていることが明ら

かになった．しかしながら，そのような場で通常教育，

特殊教育それぞれにおいて，実際にどのように教科の

指導を行っているかについては本稿では検討していな

い今後の課題である．
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青実践についてその概要を記した．次にクロウ・イン

ディアン居留地を含むハーデイン学校区の高校におけ

る特殊教育プログラムについて，学校全体で読みの力

を向上させるプログラムを実施していること，イン

ディアンの文化に根ざした美術やクロウ語の科目が見

られること，生徒の状況に柔軟に対応した特殊教育が

インディアンを含めたパラエドゥケーターの参加を得

て行われていることを指摘したさらに，特殊教育の

生徒の中途退学率について，インディアンの生徒への

配慮のあり方について検討した今後さらに同州の高

校における特殊教育プログラムについて多面的に検討

することで，日本への示唆を得たい

する｣，という内容の文言が見られるモンタナ

州議会（MontanaLegislature）

［http://legmLgov/CSS/Laws％２０and％20Constitution

／Current％20Constitutionasp］

6）各インディアン居留地政府が運営する居留地内の

高等教育機関である部族大学（TribalColleges）や，

州内の各州立大学において，インディアンに関す

る研究組織が設置され「インディアン学（Indian

Studies)」の探求を始めとする学術・啓発活動が

行われている．筆者が大学間交流協定によりモン

タナ大学に所属していたときにも，モンタナ大学

教育学部教員が学部教員研修の一環として，

SalishKootenai部族大学をバスで訪れ，「万人のた

めのインディアン教育」に関連して両機関が共催

するセミナーに参加していた

7）たとえばミズーラ・カウンテイの高校における

開講科目を記した冊子で「国語科」を見ると，国

語（English)，世界史・国語（WOrldHistory／

English)，アメリカ史・国語（AmericanHistory／

English)，創作（CreativeWriting)，映像製作

（FilmMaking)，ジャーナリズム（Joumalism)，年

鑑製作（Yearbook)，演劇（Drama）が，それぞれ

多様な学業レベルに対応して細分化された科目と

して．それらを開講する高校名とともに記されて

いる．なお，2002年における各クラスの平均生徒

数は，最小が１４４人（ドイツ語ｌ)，最大が２５．

１人（保健ｌ）であった出所：MissoulaCounty

PublicSchools（2005）Courseguide:MissoulaCounty

HighSchools2005-2006．MissoulaCountyPublic

Schools.及びMissoulaCountyPublicSchools(2002）
２００２DistrictProfile．

［http:"www・mcps・kl2mLus/DistlictProfile/2002profil‐
ｅｈｔｍ］２００５，８，Ｌ

８）前稿（古田2005）では，州の下の行政単位である

カウンティを郡と表記したが，その後の日本国内

の行政単位の変化から郡が適切とはいえなくなっ

たため，カウンティと表記する．

9）基礎統計については，アメリカ合衆国統計局

（2005-2007AmericanCommunitySurvey3-Year
Estimates）に依る．USCensusBureau:American

FactFinder．［http:"ftlctfindemcensusgov/］

10）通常の学校教育の形態が適さない生徒のための高

校であり，特殊教育の「リソース」プログラムを

有するが，調査は未実施で詳細は不明である

11）出所［http:"wwwmcpskl2mLus/］2005,7,29.

12）ミズーラ市内にある３つの高校では，いずれも姉

妹県交流を行っている熊本県の熊本市内にある高

校とそれぞれ交流活動を行っている

13)1965年に制定された初等中等教育法（2002年以降

「どの子も置き去りにしない法（NoChildLeh

BehindActof200I）に修正」の，「タイトルI」で

は低所得層出身の子どもの教育の改善をターゲッ

トとして連邦政府の資金を配分してきた（黒田，

2009)．
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注

l）最近の例をあげれば「高等学校における発達障害

への取り組み」を特集した「発達障害研究」第３１

巻第３号（2009年７月発行）が見られる．

2）アメリカ合衆国ではSpecialEducationという用語が

用いられていること，さらに日本の「特別支援教

育」との混同を避けるという理由から，本稿では

アメリカ合衆国におけるSpecialEducationを「特
殊教育」と呼ぶ．

3）鎌田（2009）を参照しモンタナ州政府がその

独自の文化を尊重する姿勢を示す中でIndianを用

いていること，また州内のアメリカ・インディア

ンが自らをIndianと呼ぶことから

4）１２のうちｌ部族は特定の居住地をもたないまた，

州内のインディアンのうち３５％は居留地外に住ん

でいる．出所：OfficeofPubliclnstructionEssential

UnderstandingsRegardingMontanalndians、revised

November,2008．［http:"www・opLstatemLus/］

5）モンタナ州法の第10条「教育と公共の土地」の第

１「教育の目標と義務」の（２）に「アメリカ・イ

ンディアンの唯一無二の文化的遺産をたたえ，彼

らの文化を保護するという教育目標に向けて努力
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14）学校内の50％未満の子どもがタイトルＩの対象児

である場合，焦点化された支援を受ける学校に

５０％以上の場合学校全体支援を受ける学校に指定

される．モンタナ州では，対象生徒に無償の，あ

るいは減額された給食を支給するMontana

SchoolNutritionPrograms：FreeandReducedPrice

ParticipationData2004-05SchoolYear．

［opimLgov/measurement］

15）センテイネル高校特殊教育事務室で特殊教育事務

担当者に「リソース」の生徒２人，「ライフスキ

ル」の生徒１人，「SLP」の生徒1人の，それぞれ

任意の生徒の時間割をコンピュータからプリント

アウトしてもらうことで入手した．

16）MissoulaCountyPublicSchools（2005）Courseguide

MissoulaCountyHighSchools2005-2006．Missoula

CountyPublicSchools

l7）クロウ族は１８７６年に合衆国陸軍が平原インディ

アンの部族と戦って初めての大敗をｉ奥した地とし

て内外に知られる毎年30万人以上の観光客が訪

れる「リトルビッグホーン戦場国立記念施設」が

その跡地に建設されている．白人側の一方的な戦

争解釈にインディアンの側からの長年の異議申し

立ての結果，2003年にようやくインディアンの記

念碑が建立された（内田2008）

18）インディアンの歴史，貧困問題，新たなアイデン

ティティの模索については，このテーマで近年続

けて発行されている阿部（2005)，内田（2008)，

鎌田（2009）等を参照されたい

19）PublicSchoolsOnOrNearReservations-

Administrators、DirectoryofIndianEducation

ProgramsinMontana［http:"wwwDpi・statemtus/］

2009,9,1

20）出所：EnrollmentTableMontanaPublicSchool

District．［http:"www・opi・statemLus/］

21）白人のライターであるColton（2000）による，

ハーデイン高校のバスケットボールの名手である

インディアンの女子生徒について描いたノン・

フィクションがある

22）同校教員による非公式なカウントによる

23）クロウ族の８５％がクロウ語を第一言語とするこ

とから，言語・文化理解の科目だと思われる．

OfficialSiteoftheCrowTribe．

［http://www/crowtribecom/abouthtm］

24）ハーデイン高校「リソース３」担当教員への聞き

取りより

25）ハーデイン高校「リソース３」担当教員への聞き

取りより

26）教員への聞き取りにより得られた情報であり、部

族政府による部族員の認定（鎌田2009）とは関

わらない

27）MontanaPublicSchoolEnrollment：Fall2005-06.及

びMontanaHighSchoolDropoutRatesbyRace／

Ethnicity2004-O5schoolYearbMontanaOfHceof

Publiclnstmction［http:"www・opLstatemfus/］

28）ハーデイン高校「リソース３」担当教員への聞き

取りより

29）電子メールによる質問への回答(2009年９月実施)．
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